
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の

居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
効
に

関
す
る
文
書
学
的
考
察

は
じ
め
に

本
稿
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
六

通
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

尚
順
は
、　
一
人
七
三

（明
治
六
）
年
二
月
二
日

（旧
四
月
六
日
）
に
、
琉
球
国

王
尚
泰
の
第
四
男
と
し
て
、
尚
泰
と
継
后
松
川
按
司
真
鶴
金
の
間
に
生
ま
れ
、
幼

名
は
真
三
良
金
王
子
と
称
し
た
。　
一
人
七
九

（明
治

一
三
）
年
二
月
二
九
日
に
、

首
里
城
明
け
渡
し

の
た
め
に
、
首
里
城
を
出

て
中
城
御
殿

に
移
動
し
た
。

一
人
人
五

（明
治

一
人
）
年
人
月
二
九
口
に
士
族
に
列
せ
ら
れ
、
翌
三
〇
日
に
松

山
王
子
と
称
し
た
。
同
年

一
〇
月
二

一
日
に
上
京
し
た
が
、　
一
人
人
七

（明
治

二
〇
）
年
に
は
沖
縄
に
戻
り
、　
一
人
九
二

（明
治
二
六
）
年
九
月

一
五
日
に
、
護

得
久
朝
惟

・
高
嶺
朝
教

。
太
田
朝
敷
ら
と
と
も
に
、
『
琉
球
新
報
』
を
創
刊
し
た
。

一
人
九
六

（明
治
二
九
）
年
六
月
二
〇
口
に
男
爵
と
な
り
、
そ
の
翌
年
二
月
に
尚

順
は
本
部
問
切
崎
本
部
村
の
榊
山
開
墾
を
申
請
し
て
認
可
を
受
け
、
一
人
九
人
（明

治
三

一
）
年
に
首
里
区
当
蔵
で
沖
縄
銀
行
を
設
立
し
、
以
後
沖
縄
貯
蔵
食
品
製
造

会
社
や
沖
縄
砂
糖
会
社
な
ど
も
創
立
し
た
。　
一
九
〇
四

（明
治
三
七
）
年
七
月
に

川

　

島

貴
族
院
議
員
と
な

つ
た
。　
一
九
二
四

（大
正

一
三
）
年
に
桃
原
農
園
を
設
置
し
た
。

一
九
四
〇

（昭
和

一
五
）
年

一
一
月
に
大
阪
高
島
屋
で
尚
順
男
爵
家
御
所
蔵
品
展

観
が
開
催
さ
れ
た

Ｔ
ざ

沖
縄
に
米
軍
が
上
陸
し
た
後
の

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）

年
五
月
二
〇
日
に
首
里
の
桃
原
か
ら
南
部
に
避
難
し
、
六
月

一
六
日
に
南
部
の
小

渡

・
米
須
の
壕
内
で
衰
弱
の
た
め
に
死
去
し
た

（
一
説
に
は

一
七
日
）
。
こ
う
し

た
略
歴
を
も

つ
尚
順
で
あ
る

。
）
が
、
美
術
工
芸
品
に
興
味
を
も

つ
よ
う
に
な

っ

た
の
は
、　
一
九
〇
四

（明
治
三
七
）
年
に
貴
族
院
議
員
に
な

っ
て
以
後
の
こ
と
だ

と
す
る
見
解
が
あ
る

。
ざ

他
方
、
鳩
居
堂
で
あ
る
が
、　
三
全
全
二

（寛
文
三
）
年
に
熊
谷
直
心
が
京
都
寺

町
の
本
願
寺
の
門
前
で
薬
種
商
と
し
て
鳩
居
堂
を
創
業
し
た
。　
一
七
〇
〇
年
代
以

降
に
は
、
薬
種
の
原
料
が
香
と
共
通
し
て
い
る
の
で
、
薫
香
線
香
の
製
造

・
販
売

を
は
じ
め
た
。
ま
た
同
時
期
に
、
書
画
用
の
文
具
も
販
売
し
た
。　
一
人
〇
〇
年
頃

に
は
、
頼
山
陽

Ｔ
）
や
田
能
村
竹
田

Ｇ
）
な
ど
と
の
交
流
も
始
ま

っ
た
。
こ
う
し

て
鳩
居
堂
は
文
化
人
と
交
流
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
鳩
居
堂
と
の
人
間
関
係
に
よ
つ
て
、
尚
順
は
熊
谷
信
吉
を
通
じ
て
富

岡
鉄
齋

怠
）
や
竹
内
栖
鳳

？
）
ら
に
絵
画
の
制
作
を
依
頼
し
て
、
入
手
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
入
手
経
路
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
文
書
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
鳩
居

堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
鳩
居
堂
熊
谷
信

吉
宛
尚
順
書
翰
六
通
に
つ
い
て
文
書
学
的
観
点
か
ら
分
析
し
、
ま
た
尚
順
の
美
術

工
芸
品
の
入
手
経
路
の

一
端
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

得



一
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
動
に
つ
い
て

鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
は
、
二
〇
〇

一
年
の
段
階
で

一
二
〇
余
通
確
認

さ
れ
て
い
る
。
竹
村
房
子

「尚
順
書
翰
―
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
―
」
ａ

Ｓ
〔京
都

女
子
大
学
史
学
会
〕
史
窓
』
第
五
九
号
、
二
〇
〇

一
年
）
に
よ
れ
ば
、
「熊
谷
信

吉
子
孫
、
熊
谷
直
英
氏
が
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
尚
順
の
書
翰
は
全

部
で
百
二
十
余
通
あ
る
」
０

と
指
摘
し
て
い
る
。
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書

動
の
全
体
像
や
精
確
な
通
数
は
判
然
と
し
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
現
在
、
六

通
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
竹
村
は

「尚
順
書
翰
―
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
―
」
に
お
い
て
、　
〓

一〇

余
通
の
う
ち
三
六
通
の
書
動
を

「年
代
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
古
い
も
の
か
ら
順

に
紹
介
」
（Ь
）
し
て
い
る
。
そ
の
書
翰
は
、
一
四
頁
の

【表
１
】
で
示
し
た
通
り
、

一
九

一
一

（明
治
四
四
）
年

一
月

一
〇
日
か
ら

一
九

一
五

（大
正
四
）
年
二
月

一
七
日
ま
で
の
二
六
通
の
書
効
で
あ
る
。
以
上
の
二
六
通
の
う
ち
、
原
史
料
を
確

認
で
き
た
の
は
二
通
で
あ
る
。
こ
の
二
通
は
、　
一
五
頁
の

【表
２
】
に
あ
る

【史

料

一
１
１
】
と

【史
料

一
１
３
】
で
あ
り
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
で
公
開
さ
れ

て
い
る
。

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
は
、
【
表
２
】

で
示
し
た
よ
う
に
、
六
通
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
六
通
の
書
翰
は
、
全
体
を

一
二
〇
通
と
し
た
場
合
、
全
体
の
わ
ず
か
五
％
で
あ
る
。
な
お
、
翻
刻
さ
れ
た
も

の
を
含
め
る
と
、
書
翰
は
四
〇
通
で
あ
り
、
全
体
の
な
か
の
二
三
．
三
二
％
の
書

翰
の
内
容
が
確
認
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
確
か
に
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
竹
村
の

紹
介
し
た
書
翰
を
引
用
し
て
歴
史
像
を
構
築
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
史
料
紹
介
や
文
書
学
的
に
考
察
す
る

論
考
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
史
料
の
形
態
な
ど
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
原
本
を
見
ず
し
て
、
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
本
稿
が

史
料
紹
介
を
中
心
と
し
た
論
考
で
あ
る
た
め
、
原
本
が
公
開
さ
れ
て
い
る
状
態
の

も
の
に
限
定
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
動
の
全
体
像
が
判
然
と
し
な
い
が
ゆ
え
に
、

そ
の
全
体
像
の
な
か
に
六
通
の
書
動
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ゆ

え
に
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
の
調
査
を
行
い
つ
つ
、
全
体
像
を
把
握
し

た
う
え
で
、
個
々
の
書
翰
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
作
業
の

一
つ
で
も
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

一
一　
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
鳩
居
堂
熊
谷
信

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
動
は
、
【
表
２
】

で
示
し
た
よ
う
に
、
六
通
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
六
通
の
書
翰
を

翻
刻
し
た
う
え
で
、
そ
の
収
録
文
書
を
紹
介
し
よ
う
。
そ
の
際
に
、
紹
介
の
順
序

と
し
て
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
が
付
し
た
整
理
番
号
に
基
づ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
が
、
将
来
、
ど
こ
か
の
機
関

で
公
開
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
し
て
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
を
示
す
史
料
番
号
を

「
一
」
と
し
て
、
枝
番
号
に
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
が
付
し
た
整
理
番
号
を
記

載
す
る
こ
と
に
し
た
。

吉
宛
尚
順
書
効
に
つ
い
て



【史
料

一
１
１
】
（―
）

［封
筒
表
］

消
印

【
九
段
ｋ
■
″
Ь

京
都
市
寺
町
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉
様

［封
筒
裏
］
消
印

【
京
都
ｋ
■
ｒ
ｒ

東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
人

尚
順

［本
体
文
書
］

拝
啓
御
手
持
井
目
録
小
包
早
速
落
掌
御
手
数
の
程
誠

二
難
有
存
上
候
第

一
回
祝
典
録
書
蹟
挿
入
の
方
も
御
捜
索
の
上
御
送
達
願
上
度
と
り
あ

ヘ

ず
御
礼
芳
御
願
ま
で
　
如
件
候
　
不
具

一
月
十
日
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

鷺
の
幅

二
何
か
お
も
し
ろ
き
物
有
之
候

ハ
ヽ
御
心
掛
被
下
度
無
論
日

本
文
人
物
唐
人
の
間
に
し
て
幅

ハ
先
半
切
よ
り
以
下
か
よ
ろ
し
く
候

【史
料

一
１
２
】
（ち
）

［封
筒
表
］

熊
谷
信
吉
様

托
百
名
氏

［封
筒
裏
］

尚
鷺
泉

【史
料

一
１
２
１

ａ
】

拝
啓
竹
郁
遺
品
入
札
に
関
し
て
ハ
伊
年
九

Ｔ
こ
山
水
落
札
其
他
種

ヽ
御

手
数
毎

ヽ
の
付
御
厚
意
不
甚
深
謝
候
落
札
表
と

一
覧
す
る
に
大
物

ハ
勿
論

小
道
具
に
至
る
迄
寄
も
付
け
れ
ぬ
高
値
只
ヽ
驚
縮
之
外
無
之
候
予
此
入
札

を
キ
ツ
カ
ケ
に
又
〃
斯
界
之
挽
回
を
来
す
べ
く
御
同
□
に
存
上
候
独
山
禅

師

Ｔ
と
之
南
巡
に
御
同
伴
予
定
之
処
中
途
支
障
の
為
御
取
止
之
儀
真
に

千
秋
之
恨
事

二
御
座
候

へ
ど
も
又
後
日
有
る
事
ナ
レ
バ
是
非
壱
度

ハ
御
来

遊
有
之
度
退
部
之
土
地

ニ
ハ
候

へ
ど
も
何
か
御
生
産

ハ
必
有
之
筈

二
候
桝

伊
争
九
幅
代
価
弐
百
十
円
迄
早
速
郵
便
為
替
同
封
差
引
候
間
御
査
納
願
度

御
礼
芳
御
返
詞
迄
　
勿
草
　
如
件
候
　
不
具

四
月
十
二
日
　
　
　
鷺
泉
生

熊
谷
信
吉
殿

品
物
中
海
鼠
小
印
硯
石
山
陽
画
額
ナ
ド

ハ
小

ヽ
希
望
も
有
之
候
処
あ
の

値
段
に
て
ハ
迪
も
迫
撃
ナ
ド
思
も
寄
ら
ぬ
事

二
候
猶
兼
て
御
依
頼
申
上

候
竹
郁
の
山
水

ハ
何
か
佳
品

ハ
無
之
候
や
小
点
に
て
も
宜
し
序
に
御
尋

有
候

直
入
之
山
水

ハ
少
〃
惜
く
候



【史
料

一
１
２
１
ｂ
】

鉄
斉
翁

へ
御
依
頼

一
長

一
尺
五
寸
　
巾
人
寸
　
絹
山
水
画
　
弐

十

四

□

一
長

一
尺
二
寸
　
巾
人
寸
　
達
磨
ノ
画

【史
料

一
１
２
１

ｃ
】

友
人
之
依
頼

二
因
り
鉄
齋
翁

へ
小
切
二
枚
依
頼
い
た
し
度
候
問
宜
布
御
斡

旋
願
上
候
委
細
者
百
名
氏

へ
申
置
段
候

不
具

六
月
十
日
　
　
　
鷺
生

熊
谷
信
吉
殿

【史
料

一
１
３
】
（‥
）

［封
筒
表
］
消
印

】
首
里
誌
ｋ
誌
ｏ

京
都
市
寺
街
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉

［封
筒
裏
］
消
印

中
京
都
絶
ｋ
絶
ト

沖
縄
県
首
里

宇
桃
原
五
二
七
　
尚
順

［本
体
文
書
］

謹
啓
益
御
清
隆
奉
進
賀
候
倍
阪
地
入
札
之
結
果
敏
速
御
報
道
被
下
難
有

存
上
候
　
然
る
に
入
札
品

二
到
て
ハ
一
品
も
落
札
を
見
ぎ
る
由
遺
憾
無

此
上
と
同
時

二
今
更
寸
安
価
覚
之
頭
を
取
入
る
次
第

二
候
就
て
は
少
〃

未
練
が
ま
し
き
話

ニ
ハ
候

へ
ど
も
若
小
生
指
定
の
品
物
中
に
商
人
筋
之

落
札
で
も
有
之
候

ハ
バ
多
少
割
増
し
に
て
も

一
二
品

ハ
得
度
候
何
と
か

御
心
配

ハ
出
来
不
申
哉
　
着
際
取
込
中
不
尽
意
碁
筆
偏

二
御
推
読
を
仰

ぐ
　
不
具

四
月
十
九
日
　
　
　
鷺
泉
生

熊
谷
信
吉
殿

指
定
所
の
中
に
竹
田
ハ
余
リ

ニ
飛
離
れ
居
り
且
壱
割
り
増
位
に
て
ハ
持

主
も
同
意

ハ
六
か
し
か
る
可
く
存
候
如
何
紛
点
客

ハ
見
本
と
し
て
甚
ほ

し
く
存
候
又
直
入
の
幅
と
扇
も
三
割
り
増
位
な
ら
買
い
度
存
候
調
山

↑
３
竹
郁

Ｔ
こ
御
南
各
家

↑
こ

の
依
頼
品

ハ
何
卒
時

〃
御
催
促
出
来

次
第

ハ
当
方

へ
御
送
付
願
上
度
候

【史
料

一
１
４
】
（Ь
）

［封
筒
表
］
消
印

一
沖
縄

・
首
里
ｋ
ｋ
Ｌ
∞

京
都
市
寺
町
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉
殿

［封
筒
裏
］
消
印

中
京
都
ｋ
ｋ
絶
ω

沖
縄
県
首
里

桃
原
五
二
七
　
尚
順



【史
料

一
１
４
１

ａ
】

謹
啓
春
暖
の
候
倍
御
繁
栄
大
驚
の
到
存
上
候
桝
先
般
御
依
頼
の
清
人
羅
振

玉

σ
Ｏ

の
書
早
速
御
送
付
を
辱
な
く
毎

〃
の
御
手
数
難
有
候
御
礼
申
上

候
特

二
小
権
聯

ハ
出
来
栄

へ
宜
し
く
不
堪
欣
賞
候
書
画

ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
紙

本
の
軽
妙

二
出
来
候

ハ
争

ハ
れ
ぬ
者

二
候
礼
物
の
件
も
承
り
候
日
本
人
と

違
ひ
唐
人

へ
の
礼
品

ハ
頗
難
題

二
候
何
か
御
心
付
の
者
あ
レ
バ
参
考
迄

ニ

御
し
ら
せ
願
度
候

桑
名
翁
蔵
書
幅
の
写
真
井
洟
瓢
冊
子
之
写
真
昨
口
落
掌
い
た
し
候
未
十
分

熟
覧
不
致
候

へ
ど
も
書
幅
の
中
で
ハ

一
張
瑞
図
書

「選
勝
借
蘭
□

一
法
義
真
書

「諮
転
抱
修
行

の
二
幅
お
も
し
ろ
く
壊
瓢
冊
中
て
ハ

四
枚
目
の

「看
山
疑
客
思

九
枚
目
の

「地
駆
起
渾
縣
と

一
枚
目
腺
　
柳
陪
悼
舟
な
ど

面
白
き
様
存
候
間
其
中
よ
り

一
枚

ハ
御
引
合
の
上
価
額
御
報
知
願
上
度
候

然
し
此
度

ハ
全
く
寸

措
　
一一候

ヘ
バ
代
価

ハ
十
分
御
手
柔

二
御
尽
力
願

上
度
御
礼
芳
御
返
事
迄
　
如
件
候
　
承
具

四
月
十
人
日
　
　
鷺
生

熊
谷
信
吉
殿

桑
名
翁

へ
依
頼
の
印

ハ
御
催
促
願
上
侯
男
氏
も
非
常

二
待
兼
居
候

【史
料

一
１
４
１
ｂ
】

秋
野
氏
蔵
幅
の
展
観
目
録
落
掌
随
分
面
白
き
者
有
之
様

二
存
候
其
中

二
難

し
き
者
は

七
五
　
蕪
村

σ
↓
紫
陽
花
曙
猫

人
三
　
山
陽
水
墨
山
水
　
糾
純

四
　
学
山
浅
　
山
水

五
　
睾
山
新
宥
鳴
禽

一
一
〓
一　
明

へ
来
復
竹
石

一
五
　
如
山
緑
竹
図

六
九
　
大
雅
観
瀑
山
水

な
ど
面
白
き
様
存
候

へ
ど
も
真
贋
不
明
旦
今
日
か
十
人
日
に
て
開
札
余
口

無
く
注
文

ハ
い
た
し
方
無
き
ゆ

へ
乍
御
手
数
落
札
の
価
御
調
査
御
報
願
度

価

二
依
り
て
ハ
追
撃
願
ふ
事
も
有
之
御
依
頼
迄
　
勿
々

序

二
七
九
竹
田
の
七
九
抱
琴
聴
松
と

一三
ハ
　
杏
所
の
柳
桃
飛
燕
も

御
調

へ
願
度
候
取
込
中
免
筆
御
宥
読
願
上
候

【史
料

一
１
５
】
（Ｂ
）

［封
筒
表
］
消
印

中
那
覇
～
議
あ

京
都
市
寺
町
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉
殿

［封
筒
裏
］
消
印

】
京
都
～
岳
Ｌ
Ю

沖
縄
県
首
里

桃
原
五
二
七
　
尚
順



［本
体
文
書
］

拝
啓
兼

ヽ
待
詫
居
候
鉄
齋
翁
判
家
全
慶
図
思
の
外
ナ
ル
見
事
の
出
来
栄

へ
に
て
満
足
無
此
上
偏
に
貴
殿
御
尽
力
の
結
果
と
厚
く
御
礼
申
述
候
何

レ
両
三
日
中
に
卓
齋

σ
こ
湖
南

σ
と
諸
先
生
等

へ
の
潤
井
謝
品
と
共

に
何
か
粗
産
差
出
可
申
候
間
到
着
之
上

ハ
可
然
御
取
計
願
度
不
取
敢

勿
々
の
御
礼
迄
如
件
候
　
不
具

五
月
六
日

尚
順

熊
谷
信
吉
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

兼
て
御
依
頼
の
竹
田
小
品
の
儀
も
御
心
掛
願
上
候
西
侯

へ
の
小
切
も
御

序
次
第
宜
し
く
御
催
促
願
候
尤
右
の
二
件

ハ
始
終
御
尽
力
の
事
と

ハ
存

居
候

へ
ど
も
只
序

二
申
添

へ
候
段
不
悪
御
諒
承
願
上
候

【史
料

一
１
６
】
（‥
）

［封
筒
表
］
消
印

【
沖
縄

・
首
里
ヽ
ｋ
あ

京
都
市
寺
町
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉
殿

［封
筒
裏
］
消
印

一
京
都
ヽ
ｋ
も

沖
縄
県
首
里
桃
原
　
尚
順

［本
体
文
書
］

貴
書
拝
手
御
申
越
の
紬
早
速
注
文
致
候
即
ち
縞
之
方
ハ
見
本
の
倍
位
ニ

無
地
之
方

ハ
可
成
糸
大
く
荒
目
に
織
り
呉
れ
る
様
命
し
置
候
目
下
注
文

多
き
為
短
く
も
四
十
日
位
ハ
掛
る
と
の
事
に
候

ヘ
バ
少
〃
御
辛
抱
願
上

候
　
鉄
齋
翁

へ
艦
珊
辞
の
絹
か
紙
の
間
に
水
墨
の
竹
と
鳥
図
注
文
致
度

特
別
二
百
円
位
に
て
ハ
出
来
不
申
哉
筆
ハ
粗
に
て
も
宜
し
く
候
御
返
事

寿
御
尋
申
上
候
　
不
具

二
月
汁

一
日
　
　
　
尚
生

熊
谷
様

琉
尚 球

本
稿
で
紹
介
し
た
尚
順
書
勤
の
封
筒
に
は
、
そ
れ
が
発
送
さ
れ
た
場
所
の

「沖

縄

・
首
里
」
や

「首
里
」
、
「九
段
」
と
い
っ
た
消
印
が
封
筒
に
捺
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
消
印
の
日
付
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
日
付
と
、
熊
谷
信
吉
に
宛
て
た
尚
順
書
翰

本
体
の
日
付
が

一
致
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
書
翰
に
示
さ
れ
た
日
付
の
翌
日
付

の
消
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、　
一
つ
の
封
筒
に
対
し
て

一
つ
の
書
翰

が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
断
し
て
も
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う

σ
６
ざ

し
か
し
、
例
外
も
あ
る
。
【史
料

一
１

２
▼

【史
料

一
１
４
】
は
、　
一
枚
の
封

筒
に
対
し
て
複
数
の
書
翰
本
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
封
筒
と
書
翰
本

体
と
の
関
係
や
複
数
の
書
翰
本
体
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
文
書
構
造
と
い
う
観

点
か
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は

【史
料

一
１
２
▼

【史
料

一
１
４
】
の
文
書
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
史

順 大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
熊
谷
信
吉
宛

書
翰
の
文
書
構
造
に
つ
い
て

ハ



料
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
が
古
書
店
か
ら
購
入
す
る
以
前
の
段
階
で
、
か
か

る
状
態
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
【史
料

一
１
２
】
の
封
筒
に
は
、
消
印
と
切
手
が
な
く
、
ま
た
封
筒
に

消
印
と
切
手
の
あ

っ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
尚
順
は
熊
谷
信

吉
に
書
翰
を
送
付
す
る
に
あ
た
つ
て
、
郵
送
と
い
う
手
段
は
と
ら
ず
に
、
直
接
手

渡
し
た
か
、
あ
る
い
は
人
を
介
し
て
熊
谷
信
吉
に
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を

踏
ま
え
る
と
、
封
筒
に
は

「托
百
名
氏
」
と
の
尚
順
の
筆
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

尚
順
は
百
名
氏
に
托
し
て
、
熊
谷
信
吉
に
手
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
裏
付

け
る
も
の
と
し
て
、
【史
料

一
１
２
１

丘

に
は
、
「友
人
之
依
頼

二
因
り
鉄
齋
翁

へ
小
切
二
枚
依
頼
い
た
し
度
候
間
宜
布
御
斡
旋
願
上
候
委
細
者
百
名
氏

へ
申
置
段

候
」
と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
百
為
氏
は
、
直
接
熊
谷
信
吉
と
面
会
し
て
、

こ
の
書
翰
を
熊
谷
信
吉
に
渡
し
た
う
え
で
、
尚
順
の
言
付
け
を
伝
え
た
と
考
え
ら

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
尚
順
は
百
名
氏
を
通
じ
て
熊
谷
信
吉
に
、
【史
料

一
１
２

１

ｃ
】
の
書
翰
を
手
渡
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
封
筒
に
は
消
印

と
切
手
が
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
し
た
が

つ
て
、
【史
料

一
１
２
１

ｃ
】
の

日
付
は
、
六
月
二
〇
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
封
筒
の
文
言
も
ま
た
同
日
頃
に
作
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の

【史
料

一
１
２
１

丘

に
お
い
て
依
頼
し
た
、
小
切
二
枚
の
内
容
に
か
か

わ
る
文
書
は
、
【史
料

一
１
２
１
ｂ
】
で
あ
ろ
う
。
こ
の

【史
料

一
１
２
１
ｂ
】
は
、

富
岡
鉄
齋
に

「絹
山
水
画
」
（長
さ

一
尺
五
寸

・
幅
人
寸
）
と

「達
磨
ノ
画
」
（長

さ

一
尺
二
寸
・幅
人
寸
）
を
依
頼
し
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
【史
料

一
１
２
１
ｂ
】

の
文
書
は
、
【史
料

一
１
２
１

ｃ
】
書
動
の
付
属
文
書
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
と

す
る
と
、
封
筒
と

【史
料

一
１
２
１
ｂ
】
の
文
書
と

【史
料

一
１
２
１

こ

の
書

動
は
、
文
書
構
造
上
に
お
け
る
関
係
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

他
方
、
【史
料

一
１
２
１

と

は
四
月

一
二
日
付
書
翰
で
あ
り
、
【史
料

一
１
２

１

ｃ
】
の
書
翰
の
日
付
は
六
月
二
〇
日
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
日
付
を
基
準
に
し
た

場
合
、
両
者
の
関
連
性
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
内
容
か
ら
も
二
つ
の
書
翰
の
関

係
性
は
見
出
し
が
た
い
。
こ
れ
は
、
受
取
人
の
熊
谷
信
吉
に
と

つ
て
四
月

一
二
日

付
書
翰
と
六
月
二
〇
日
付
書
翰
に
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
と
の
判
断
に
よ
っ
て

封
筒
に

一
括
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は

【史
料

一
１
２
１

ａ
】
が
何
ら
か
の
理
由

で
紛
れ
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
史
料
的
限
界
に
よ
り
、
判
然
と

し
な
い
。
さ
ら
に
、
【史
料

一
１
２
１

ａ
】
は
、
「竹
郁
」
の
遺
品
と
あ
る
が
、
こ

の

「竹
郁
」
と
は
田
近
竹
郁
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
田
近
竹
郎
は

一
九
二

一

（大
正

一
一
）
年
四
月

一
一
日
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
一
九
二
二

（大
正

一
一
）

年
以
降
の
書
翰
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

次
に

【史
料

一
１
４
】
で
あ
る
が
、　
一
つ
の
封
筒
に
対
し
て
三
通
の
書
効
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
通
の
書
翰
の
う
ち
、
【史
料

一
１
４
１

ａ
】
の
書
翰
の

日
付
は
四
月

一
人
口
で
あ
る
が
、
【史
料

一
１
４
１
ｂ
】
の
書
翰
に
日
付
は
な
い
。

ま
た
、
封
筒
の
消
印
に
着
目
す
る
と
、
四
月

一
人
日
付
の
消
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
封
筒
に
対
す
る
書
翰
は

【史
料

一
１
４
１

ａ
】
が
該
当
す
る
と
言
え
よ
う
。

他
方
、
【史
料

一
１
４
１
ｂ
】
の
書
翰
に
は
、
書
翰
の
最
初
に
あ
る
は
ず
の
、
起

こ
し
の
言
葉
が
な
い
こ
と
か
ら
、
【史
料

一
１
４
１

ａ
】
の
付
属
文
書
で
あ
る
と

も
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
体
文
書
に
は

【史
料

一
１
４
１

と

に
関
わ
る
内

容
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
書
翰
本
体
で
あ
る

【史
料

一
１
４
１
ｂ
】
と
は
無

関
係
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
本
来
的
に
は
別
々
に
熊
谷
信
吉
に
届
け
ら

れ
、
こ
れ
を
受
け
取

つ
た
熊
谷
信
吉
に
と

っ
て
両
書
効
に
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ



つ
た
が
ゆ
え
に
、
二
つ
の
書
翰
が

一
括
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
事

情
で
、
一
一
つ
の
書
翰
が
混
在
し
た
の
か
は
、
史
料
的
限
界
に
よ
り
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
【史
料

一
１
４
１
ｂ
】
に
は
、
宛
先
も
差
出
人
も
な
い
。
筆
蹟
か
ら
尚
順

の
書
効
で
あ
ろ
う
が
、
熊
谷
信
吉
に
宛
て
た
書
効
な
の
か
と
い
う
、
そ
も
そ
も
の

疑
問
も
若
干
残
り
は
す
る
。
し
か
し
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
の
封
筒
に
混
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
熊
谷
信
吉
に
宛
て
た
書
翰
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
【史

料

一
１
４
１
ｂ
】
の
書
翰
自
体
は
、
尚
順
の
遣
い
の
者
が
渡
し
た
書
翰
な
の
か
、

あ
る
い
は
小
包
な
ど
を
送
付
す
る
際
に
同
封
さ
れ
た
書
翰
な
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
史
料
的
限
界
に
よ
り
、
判
然
と
し
な
い
。

以
上
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
【史
料

一
１
２
】
と

【史
料

一
１
４
】
に
お
い
て
、

一
つ
の
封
筒
に
対
し
て
複
数
の
書
動
が

一
括
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

一
括

さ
れ
て
い
た
複
数
の
書
翰
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
が
、
史
料
的
限
界
に

よ
り
、
判
然
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

四
　
琉
球尚

前
節
に
お
い
て
、
一
つ
の
封
筒
に
対
す
る
複
数
の
書
翰
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、

分
析
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
相
関
関
係
に
基
づ
い
て
、
熊
谷
信
吉
宛
尚
順

書
翰
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
書
翰
は
文
書
学
の
分
析
対
象
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
文
書
と
は
、
差

出
人
が
受
取
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
思
表
示
を
す
る
手
段
と
し
て
文
字
に
書
か

れ
た
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
日
記
な
ど
は
、
書
き
手
の

一
方
的

順 大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
熊
谷
信
吉
宛

な
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
記
録
学
の
分
析
対
象
で
あ
る

σ
７
ざ

そ
し
て
ヽ

古
文
書
学
は
、
差
出
人
と
受
取
人
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
も
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
重
点
を
お
い
て
、
本
節
で
は
、
差
出
人
尚
順
と
受

取
人
熊
谷
信
吉
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
と
考
え
る
。

【史
料

一
１
１
】
か
ら

【史
料

一
１
６
】
ま
で
を
概
観
す
る
と
、
基
本
的
に
書

翰
の
内
容
は
、
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
美
術
工
芸
品
入
手
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
内
容

に
な

っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
六
通
か
ら
、
尚
順

が
美
術
品
を
入
手
し
た
経
緯
や
方
法
の

一
端
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
。
な
お
、
こ

の
書
翰
に
お
い
て
、
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
依
頼
し
た
発
端
が
明
確
に
な
る
事
例
に

限
定
し
て
考
察
す
る
が
、
六
通
の
書
翰
か
ら
は
、
依
頼
の
発
端
が
判
然
と
し
な
い

も
の
は
、
割
愛
し
た
。

こ
の
書
翰
六
通
か
ら
、
美
術
工
芸
品
の
入
手
方
法
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

る
。　
一
つ
は
、
熊
谷
信
吉
を
通
じ
て
美
術
工
芸
家
に
作
品
制
作
を
依
頼
す
る
こ
と

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
売
立
や
図
録
な
ど
を
通
じ
て
、
市
場
に
流
通
し
て
い
る

美
術
工
芸
品
を
入
手
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
細
か
く
見
て
み
る
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
①
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
の
人
脈
を
通
じ
て
美
術
工
芸
家
に
直
接
制
作

を
依
頼
す
る
場
合
、
②
尚
順
が
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
に
画
題
を
提
示
し
て
熊
谷
信
吉

が
捜
索
す
る
と
い
う
場
合
、
③
尚
順
が
具
体
的
に
作
家
名
を
指
定
し
て
作
品
の
捜

索
を
依
頼
す
る
場
合
、
④
売
立
を
通
じ
て
入
手
す
る
場
合
、
⑤
売
立
で
落
札
で
き

な
か

っ
た
美
術
工
芸
品
を
入
手
す
る
た
め
に
熊
谷
信
吉
に
交
渉
を
依
頼
す
る
場

合
、
⑥
売
立
に
参
加
で
き
な
か
つ
た
も
の
の
、
開
催
後
に
落
札
者
と
の
交
渉
を
熊

谷
信
吉
に
依
頼
す
る
場
合
、
⑦
熊
谷
信
吉
が
尚
順
に
写
真
や
目
録
を
送
付
し
て
紹

介
し
た
美
術
工
芸
品
の
入
手
を
尚
順
が
熊
谷
に
依
頼
す
る
場
合
が
あ
る
。
以
上
の

書
動
の
内
容
に
つ
い
て



入
手
方
法
が
、
六
通
の
書
翰
か
ら
判
る
。
以
下
、
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

第

一
に
、
尚
順
は
熊
谷
信
吉
を
介
し
て
宮
岡
鉄
斎
な
ど
に
美
術
工
芸
品
の
制
作

を
依
頼
す
る
事
例
も
あ
る
。
【史
料

一
１
６
】
に
は
、
「鉄
齋
翁

へ
長
四
尺
七
人
寸

巾
尺
五
六
寸
の
絹
か
紙
の
間
に
水
墨
の
竹
と
鳥
図
注
文
致
度
特
別

二
百
円
位
に
て

ハ
出
来
不
申
哉
筆

ハ
粗
に
て
も
宜
し
く
候
御
返
事
労
御
尋
申
上
候
」
と
あ
る
よ
う

に
、
素
材
や
技
法
、
画
題
、
依
頼
価
格
を
示
し
、
熊
谷
信
吉
に
問
い
合
わ
せ
て
い

ＺＯ
。第

二
に
、
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
美
術
工
芸
品
の
図
題
を
指
示
し
て
捜
索
を
依
頼

す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の

一
端
が
判
る
書
翰
は
、
【史
料

一
１

１
】
で
あ
る
。
す

な
わ
ち

「鷺
の
幅

二
何
か
お
も
し
ろ
き
物
有
之
候

ハ
ゝ
御
心
掛
被
下
度
無
論
日
本

文
人
物
唐
人
の
間
に
し
て
幅

ハ
先
半
切
よ
り
以
下
か
よ
ろ
し
く
候
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
尚
順
は
書
動
を
通
じ
て
、
「鷺
」
の
図
題
を
提
示
し
た
の
で

あ
る
。

第
二
は
、
尚
順
が
作
家
名
を
提
示
し
て
、
熊
谷
信
吉
が
作
家
の
作
品
を
捜
索
す

る
場
合
で
あ
る
。
【史
料

一
１
２
１

ａ
】
で

「竹
郁
の
山
水

ハ
何
か
佳
品

ハ
無
之

候
や
小
点
に
て
も
宜
し
序
に
御
尋
有
候
」
と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ

う
に
、
熊
谷
信
吉
に
入
手
の
斡
旋
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
第
二
と
第
二
の
事
例
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
尚
順
は
、
作
品
の
図
題
や
作

家
名
を
熊
谷
信
吉
に
提
示
し
て
捜
索
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
の
場
合
で
あ
る
が
、
尚
順
は
、
熊
谷
信
吉
を
通
じ
て
参
加
し
た
売
立
で
の

落
札
に
よ
り
、
美
術
工
芸
品
を
入
手
す
る
場
合
が
あ
る
。
【史
料

一
１

２
１

ａ
】

で
は
、
「竹
郁
遺
品
入
札
に
関
し
て
ハ
伊
年
九
山
水
落
札
其
他
種

ヽ
御
手
数
毎

ヽ

の
付
御
厚
意
不
甚
深
謝
候
」
と
述
べ
、
伊
字
九

「山
水
」
の
落
札
に
謝
意
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
「伊
年
九
幅
代
価
弐
百
十
円
迄
早
速
郵
便
為
替
同
封
差
引
候
間
御

査
納
願
度
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
熊
谷
信
吉
に
代
金
を
郵
便
為
替
で
支
払

っ

た
こ
と
が
判
る
。
し
た
が

っ
て
、
尚
順
は
熊
谷
を
通
じ
て
、
売
立
に
参
加
し
、
そ

こ
で
落
札
で
き
た
美
術
工
芸
品
を
入
手
し
た
。

ま
た
、
こ
の
書
動
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
尚
順
に
は
、
落
札
で
き
な
か
っ
た
美

術
工
芸
品
も
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
美
術
工
芸
品
を
入
手
す
る
た
め
に
、
熊
谷
信
吉

を
通
じ
て
落
札
者
と
交
渉
す
る
と
い
う
第
五
の
場
合
も
あ
る
。
【
史
料

一
１
３
】

の
書
効
で
は
、
「入
札
之
結
果
敏
速
御
報
道
被
下
難
有
存
上
候
　
然
る
に
入
札
品

二
到
て
ハ
一
品
も
落
札
を
見
ざ
る
由
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尚
順
は
売
立
で
落
札
で

き
な
か
つ
た
。
そ
し
て

「少
〃
未
練
が
ま
し
き
話

ニ
ハ
候

へ
ど
も
若
小
生
指
定
の

品
物
中
に
商
人
筋
之
落
札
で
も
有
之
候

ハ
バ
多
少
割
増
し
に
て
も

一
二
品
は
得
度

候
何
と
か
御
心
配

ハ
出
来
不
申
哉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
商
人
な
ど
が
落
札
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
落
札
価
格
に
割
り
増
し
し
て
で
も
入
手
し
た
い
の
で
、
落
札
者
と
の

交
渉
を
熊
谷
信
吉
に
依
頼
し
て
い
る
。
追
伸
で
は
具
体
的
な
割
増
の
程
度
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「竹
田
ハ
余
リ

ニ
飛
離
れ
居
り
旦
壱
割
り
増
位
に

て
ハ
持
主
も
同
意

ハ
六
か
し
か
る
可
く
存
候
如
何
紛
点
客

ハ
見
本
と
し
て
甚
ほ
し

く
存
候
又
直
入
の
幅
と
扇
も
三
割
り
増
位
な
ら
買
い
度
存
候
」
と
提
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
尚
順
は
熊
谷
信
吉
に
交
渉
の
依
頼
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
第
六
の
場
合
と
も
関
連
す
る
が
、
売
立
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
開
催
後
に
落
札
者
と
の
交
渉
を
熊
谷
信
吉
に
依
頼
す
る
と
い
う
第
六
の
場

合
も
あ
る
。
【史
料

一
１
４
１
ｂ
】
で
は
、
売
立
に
出
品
さ
れ
る
、
秋
野
氏
所
蔵

の
展
観
目
録
を
熊
谷
信
吉
か
ら
受
け
取
り
、
そ
の
な
か
か
ら
尚
順
は
希
望
の
美
術

工
芸
品
を
選
ん
だ
う
え
で
、
「真
贋
不
明
旦
今
日
か
十
人
口
に
て
開
札
余
日
無
く



注
文

ハ
い
た
し
方
無
き
ゆ

へ
乍
御
手
数
落
札
の
価
御
調
査
御
報
願
度
価

二
依
り
て

ハ
追
撃
願
ふ
事
も
有
之
御
依
頼
迄
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
札
ま
で

の
日
数
が
な
い
た
め
、
美
術
工
芸
品
の
真
贋
を
確
か
め
る
余
裕
が
な
く
、
競
売
開

催
後
に
、
落
札
者
と
交
渉
し
た
い
の
で
、
落
札
価
格
を
調
査
す
る
よ
う
に
熊
谷
に

依
頼
し
て
い
る
。
以
上
の
二
つ
の
事
例
か
ら
、
尚
順
は
熊
谷
信
吉
を
通
じ
て
、
落

札
で
き
な
か
っ
た
美
術
工
芸
品
を
入
手
す
る
た
め
に
、
落
札
者
と
交
渉
す
る
こ
と

も
あ

っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
第
四
、
第
五
、
第
六
の
事
例
か
ら
、
尚
順
は
、
熊
谷
信
吉
を
通
じ
て
、

売
立
に
出
品
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
、

推
測
の
域
を
脱
し
き
れ
な
い
が
、
落
札
で
き
な
か
つ
た
美
術
工
芸
品
の
な
か
に
は
、

落
札
者
と
交
渉
し
て
入
手
し
た
美
術
工
芸
品
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
七
に
、
熊
谷
信
吉
が
尚
順
に
、
写
真
や
目
録
な
ど
を
送
付
し
て
美
術
工
芸
品

を
紹
介
し
、
そ
れ
を
受
け
た
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
斡
旋
を
依
頼
す
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

【史
料

一
１
４
１

ａ
】
を
事
例
に
み
て
み
よ
う
。
「桑
名
翁
蔵
書

幅
の
写
真
井
慶
瓢
冊
子
之
写
真
昨
日
落
掌
い
た
し
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
熊
谷
信

吉
は
尚
順
に
美
術
工
芸
品
の
写
真
を
送
付
し
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
尚
順
が
写

真
の
な
か
か
ら
数
点
を
選
ん
だ
う
え
で
、
ヨ
（中
よ
り

一
枚

ハ
御
引
合
の
上
価
額

御
報
知
願
上
度
候
然
し
此
度

ハ
全
く
寸

措
　
一一候

ヘ
バ
代
価

ハ
十
分
御
手
柔

ニ

御
尽
力
願
上
度
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
尚
順
は
選
ん
だ
作
品
の
価
格
を
問

い
合
わ
せ
た
う
え
で
、
熊
谷
信
吉
に
尽
力
を
願
い
出
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
尚
順
は
熊
谷
信
吉
に
書
翰
を
送
付
し
て
、
美
術
工
芸
品
を
入

手
し
よ
う
と
し
て
い
る
。　
つ
ま
り
、
尚
順
は
書
翰
の
差
出
人
で
あ
る
と
同
時
に
発

注
者
で
あ
り
、
熊
谷
信
吉
は
書
翰
の
受
取
人
で
あ
る
と
同
時
に
受
注
者
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
美
術
工
芸
品
を
入
手
す
る
た
め
に
、
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
相
談
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
術
工
芸
品
の
入
手
に
あ
た
っ
て
の
信
頼
関
係
が
、
熊
谷
信

吉
宛
尚
順
書
効
に
は
垣
間
見
ら
れ
る
。
な
お
、
【史
料

一
１
６
】
に
、
熊
谷
信
吉

が
紬
を
注
文
し
た
こ
と
に
対
す
る
尚
順
の
返
信
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ン」
の
よ
う
に
、

熊
谷
信
吉
と
尚
順
の
関
係
は
、
美
術
工
芸
品
取
得
に
か
か
わ
る
関
係
で
あ

っ
た
こ

と
が
、
こ
の
六
通
の
書
翰
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
と
署
名

以
上
に
お
い
て
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
六
通

の
紹
介
と
概
要
を
示
し
た
。
本
節
で
は
、
尚
順
が
書
翰
に
付
し
た
署
名

σ
こ

に

着
目
し
た
い
と
考
え
る
。

封
筒
裏
に
着
目
す
る
と
、
「尚
順
」
と
い
う
本
名
と

「尚
鷺
泉
」
と
い
う
雅
号

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
為
と
住
所
が
付
さ
れ
た
封
筒
に
消
印
が
捺
さ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
、
先
述
し
た

【史
料

一
１
２
】
の
封
筒
裏
に
は
、
雅
号
の
み
が
付
さ

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
封
筒
裏
に

「尚
鷺
泉
」
の
雅
号
が
封
筒
裏
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
尚
順
の
住
所
が
書
か
れ
ず
、
ま
た
切
手
や
消
印
が
な
い
。
し
た
が

っ

て
、
こ
の
書
動
が
逓
送
さ
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、

近
送
し
た
も
の
に
対
し
て

「尚
順
」
と
の
本
名
と
発
信
元
の
住
所
を
付
し
た
の
に

対
し
て
、
熊
谷
信
吉
に
逓
送
せ
ず
に
、
遣
い
の
者
を
通
じ
て
手
渡
し
た
書
動
に
は

「尚
鷺
泉
」
の
雅
号
が
付
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
本
体
文
書
の
署
名
を
み
て
み
よ
う
。
本
体
文
書
の
署
名
は
、
「尚
順
」

と
の
本
名
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
「鷺
泉
生
」
や

「鷺
生
」
と
の
雅
号
が
用

一o



い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
名
か
雅
号
か
、
あ
る
い
は
雅
号
に
お
け
る

「鷺

泉
生
」
か

「鷺
生
」
か
と
の
使
い
分
け
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
分
析
対
象
と

な

っ
た
六
通
の
書
翰
は
、
す
べ
て
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
宛
て
た
書
翰
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
差
出
人
が
受
取
人
に
よ

つ
て
使
い
分
け
て
は
い
な
か

っ
た
こ
と
が
判
る
。

ま
た
、
書
動
作
成
の
時
期
に
着
目
し
て
も
、
署
名
の
使
い
分
け
が
作
成
時
期
と
対

応
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
署
名
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
傾

向
性
が
見
出
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
熊
谷
信
吉
に
限
定
せ
ず
に
、
現
存
す

る
す
べ
て
の
尚
順
書
翰
を
分
析
対
象
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
に
お
い
て
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書

翰
六
通
を
紹
介
し
て
き
た
。
最
後
に
、
伝
来
の
要
因

σ
こ

に
つ
い
て
述
べ
た
う

え
で
、
前
掲

「尚
男
爵
家
御
所
蔵
品
展
観
」
の
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
で
む
す
び
に

か
え
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
書
翰
に
は
、
主
に
尚
順
が
熊
谷
信
吉
に
、
美
術
工
芸

品
入
手
の
依
頼

・
督
促
や
、
熊
谷
信
吉
か
ら
美
術
工
芸
品
が
郵
送
さ
れ
て
尚
順
の

手
元
に
届
い
た
後
の
御
礼
、
美
術
工
芸
家

へ
の
礼
品
送
付
の
相
談
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
書
面
の
内
容
、　
つ
ま
り
、
熊
谷
信
吉
が
尚
順
か
ら
依
頼

・
督

促
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
発
送
し
て
尚
順
の
手
元
に
届
い
た
り
、
御
礼
の
言
葉
が

熊
谷
に
伝
わ

っ
た
り
、
尚
順
が
美
術
工
芸
家
に
礼
品
を
贈

っ
た
り
し
た
段
階
で
、

書
翰
の
要
件
が
完
了
し
、
本
来
こ
の
書
動
が
も

つ
て
い
た
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
尚
順
が
能
筆
家
で
あ

つ
た
こ
と
か
ら
、
本
来
の
機
能
と
は
別

に
、
書
翰
そ
の
も
の
、　
つ
ま
り
尚
順
の
筆
跡
に
美
術
的
価
値
が
見
出
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
尚
順
書
翰
か
ら
、
日
本
本
土
か
ら
沖
縄

へ
の
美
術
工
芸
品

の
流
入
ル
ー
ト
な
ど
が
判
る
。
そ
の
た
め
、
美
術
史
や
歴
史
学
と
い
う
学
術
的
価

値
も
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
学
術
的
価
値
と

い
う
観
点

で
、

三
〇
〇
七
年
度
に
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
で
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、　
一
つ
の
モ
ノ
に
対
し
て
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
、
意
味
づ
け

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
づ
け
は
、
時
代
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
そ

れ
を
観
る
人
に
よ

っ
て
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
価
値
に
よ

つ
て
、

史
資
料
が
伝
来
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
書
翰
で
示
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
が
、
実
際
の
モ
ノ
資
料
と
対
応

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
美
術
工
芸
品
そ
の
も
の
に
対
す
る
資
料
情
報
と
な
る
。

し
か
し
、
沖
縄
戦
で
焼
失
し
て
し
ま
う
な
ど
し
て
、
現
在
で
は
、
尚
順
が
収
集
し

た
美
術
工
芸
品
が
ど
う
な

つ
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。

た
だ
し
、　
一
九
四
〇

（昭
和

一
五
）
年
に
大
阪
高
島
屋
で
、
尚
順
男
爵
家
御
所

蔵
品
展
観
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
図
録
で
あ
る
「尚
男
爵
家
御
所
蔵
品
展
観
」

の
目
録
や
図
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
美
術
工
芸
品
の
な
か
に
は
、
琉
球
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
の
書
翰
六
通
の
文
面
に
記
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
と

一
致
す
る
も
の
も

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
書
翰
に
あ
る
伊
字
九
の

「山
水
画
」
は
、
「展

観
品
目
録
」
の
な
か
の

「四

一　

伊
年
九
　
山
水
　
竹
郁
旧
蔵
」
と
対
応
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
史
料
的
限
界
に
よ
り
、
判
然
と
し

な
い
。

以
上
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
六
通
を
紹
介
し



た
。
今
後
は
、
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰

一
二
〇
余
通
の
存
在
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
全
体
像
の
な
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
翰
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熊
谷
信
吉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
存
す
る
、
す
べ
て
の
尚

順
書
翰
を
対
象
と
し
て
、
書
翰
の
様
式
や
機
能
、
形
態
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と

も
課
題
で
あ
る
。

（１
）
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵

「尚
男
爵
家
御
所
蔵
品
展
観
」
全

九
四
〇
年
、
複
製
版
）。

図
録

「尚
男
爵
家
御
所
蔵
品
展
観
」
に
は
、
下
田
将
美

「推
薦
の
言
葉
」
が
あ
る
が
、
開
催
の
目
的

と
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「尚
男
が
今
回
、
沖
縄
の
産
業
開
発
の
た
め
に
、
或
は

港
湾
の
資
と
し
観
光
施
設
の
資
と
し
て
伝
来
の
名
幅
、
名
器
、
珍
蔵
の
名
硯
の

一
部
を
展
観
し
て
、
同

好
の
士
に
頒
た
れ
る
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、　
一
九
四
〇

（昭
和

一
五
）
年
の
時
期
に

開
催
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
「尚
男
を
知
る
私
と
し
て
は
企
て
の
意
義
が
実
に
よ
く
わ
か
る
気
が
す
る
、

皇
国
は
正
に
重
大
な
る
時
局
に
直
面
す
る
秋
、
普
通
の
売
立
で
あ
れ
ば

一
句
の
讃
す
べ
き
言
葉
を
持
た

ぬ
私
で
は
あ
る
が
、
尚
男
の
こ
の
企
て
に
対
し
て
は
満
腔
の
同
感
を
以
て
敢
て
江
湖
に
推
薦
す
る
を
憚

ら
ぬ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
記
述
に
関
し
て
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
史
資
料
と
比
較
検
証

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の

「言
説
」
に
お
い
て
、
「尚
男
爵
家
御
所
蔵
品
展
観
」

の
開
催
は
総
力
戦
体
制
下
に
お
い
て
経
済
統
制
が
進
む
な
か
で
沖
縄
の
産
業
開
発
の
た
め
で
あ
る
と
、

意
味
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
下
田
は
、
尚
順
の
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「尚
男
は
ま
た
申

す
ま
で
も
な
く
沖
縄
第

一
の
名
品
佳
什
を
蔵
せ
ら
れ
る
お
家
柄
で
あ
る
。
名
硯
の
数
々
、
古
陶
の
数
々
、

名
幅
の
数
々
、
私
は
今
も
な
ほ
尚
家
の
一
室
に
於
て
拝
見
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
所
蔵
品
の
美
と
深
さ
を

忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
沖
縄
戦
を
経
た
現
在
に
お
い
て
事
実
す
ら
確
認

で
き
な
い
が
、
今
後
、
尚
順
関
係
の
史
資
料
を
比
較
検
証
し
な
が
ら
、
尚
順
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
尚
順
書
効
で
示
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と

も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
略
歴
に
つ
い
て
は
、
金
子
豊
編

『
松
山
王
子
尚
順
全
文
集
』
（裕
樹
書
房
、
二
〇

一
三
年
）
を
参
考

に
し
た
。

（３
）
竹
林
房
子

「尚
順
書
翰
―
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
―
」
翁
〔京
都
女
子
大
学
史
学
会
〕
史
窓
』
第
五
九
号
、

二
〇
〇

一
年
）。

（４
）
頼
山
陽
は
、
一
七
人

一
年

一
二
月

一
月
二

一
日
に
生
ま
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
歴
史
家
で
あ
り
、『
日

本
外
史
』
を
著
し
た
。　
一
人
三
二
年

一
〇
月

一
六
日
に
逝
去
し
た
。

（５
）
田
能
村
竹
田
は
、　
一
七
七
七
年
六
月

一
〇
日
に
豊
後
国
直
入
郡
竹
田
村
で
生
ま
れ
た
。
江
戸
後
期
の

南
画
家
で
あ
っ
た
。
山
水
図
や
人
物
図
、
花
鳥
図
な
ど
も
描
い
て
い
る
。
ま
た
詩
人
と
し
て
も
有
名
で

あ
る
。　
一
人
三
五
年

一
〇
月
二
〇
日
に
逝
去
し
た
。

（６
）
富
岡
鉄
齋
は
、　
一
人
三
七
年

一
月
二
五
日
に
京
都
で
生
ま
れ
た
。
南
北
合
派
の
窪
田
雪
鷹
や
大
角
南

耕
か
ら
画
を
学
び
、
南
画
や
大
和
絵
も
学
ん
だ
。　
一
人
九
七

（明
治
二
九
）
年
に
は
、
谷
口
議
山
ら
と

と
も
に
、
日
本
南
画
協
会
を
発
足
さ
せ
た
。　
一
九
二
四

（大
正

一
三
）
年
に
死
去
し
た
。

（７
）
竹
内
栖
鳳
は
、　
一
人
六
四
年

一
二
月
二
〇
日
に
京
都
で
生
ま
れ
た
。
四
条
派
の
上
田
英
林
に
画
を
学

び
、　
一
人
人

一

（明
治

一
四
）
年
に
、
四
条
派
の
幸
野
楳
嶺
の
私
塾
に
入
っ
た
。　
一
人
人
七

（明
治

二
〇
）
年
に
は
京
都
府
画
学
校
を
修
了
し
た
。　
一
九
〇
〇

（明
治
三
二
）
年
に
は
七
ヶ
月
間
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
旅
し
て
、
西
洋
画
の
影
響
を
受
け
た
。
ま
た
狩
野
派
の
影
響
も
受
け
て
い
た
。　
一
九
四
二

（昭
和

一
七
）
年
に
死
去
し
た
。

（８
）
前
掲

『
松
山
王
子
尚
順
全
文
集
』
で
は
、
竹
村
房
子
が
紹
介
し
た

「尚
順
書
翰
―
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉

宛
―
」
収
録
の
書
翰
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
な
か
の
二
通
の
原
物
だ
け
が
、
琉

球
大
学
附
属
図
書
館
で
確
認
で
き
る
。

（９
）
同
右
。

（１
０
）
同
右
。

（１
１
）

【史
料

一
１
１
】
は
、
封
筒
と
本
体
文
書
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
尚
順
が

一
九

一
一

（明
治
四
四
）

年

一
月
七
日
に
東
京
尚
家
邸
で
認
め
た
、
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
は
、
鳩

居
堂
熊
谷
信
吉
が
送
付
し
た
書
翰
と
目
録
に
対
す
る
尚
順
の
礼
状
で
あ
る
。
ま
た
追
伸
の
部
分
に
は
、

鷺
を
描
い
た
半
切
以
下
の
書
幅
で
何
か
興
味
深
い
作
品
が
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

（１
２
）
【史
料

一
１
２
】
は
、
封
筒

一
枚
と
書
翰
二
通

・
文
書

一
点
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
文

書
構
造
に
基
づ
き
な
が
ら
、
ま
ず

【史
料

一
１
２
１

丘

と

【史
料

一
１
２
１
ｂ
】
の
内
容
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
こ
う
。
六
月
二
〇
日
付
の
書
翰

【史
料

一
１
２
１

ｃ
】
で
は
、
尚
順
は
、
友
人
か
ら
の
要

望
で
、
富
岡
鉄
齋
に
小
切
二
枚
の
制
作
を
依
頼
し
た
い
の
で
、
そ
の
斡
旋
を
熊
谷
信
吉
に
願
い
出
た
書

翰
で
あ
る
。
ま
た
書
翰
の
末
尾
に

「委
細
者
百
名
氏

へ
申
置
段
候
」
と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
百

名
氏
か
ら
詳
細
を
聞
い
て
欲
し
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
富
岡
鉄
齋
に
依
頼
し
た
美
術
品
は
、
【史

料

一
１
２
１
ｂ
】
に
よ
る
と
、
「絹
山
水
画
」
（長
さ

一
尺
五
寸

。
幅
人
寸
）
と

「達
磨
ノ
画
」
（長
さ

一
尺
二
寸

・
幅
人
寸
）
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
か
ら
、
尚
順
は
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
に
、
書
翰
を
通
じ
て
、

富
岡
鉄
齋
に
作
品
の
制
作
を
依
頼
す
る
よ
う
に
斡
旋
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

次
に

【史
料

一
１
２
１

と

で
あ
る
が
、
こ
の
書
翰
は
、
四
月

一
二
日
付
の
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚

順
書
翰
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
で
は
、
田
近
竹
郎
遺
品
の
入
札
で
伊
字
九
の
山
水
画
落
札
に
礼
を
述
べ
、

後
段
に
お
い
て
そ
の
代
価
を
郵
便
為
替
で
同
封
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
尚
順
が
落
札
で
き
な

か
っ
た
美
術
工
芸
品
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、独
山
禅
師
ら
の
「南

巡
」
の
際
に
、
尚
順
と
会
う
予
定
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が

「中
途
支
障
の
為
御
取
止
」
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
尚
順
の
心
情
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（１
３
）
伊
年
九
は
、　
三
ハ
九
人
年
に
生
ま
れ
た
。
清
朝
時
代
の
貿
易
商
で
あ
り
、
山
水
画
を
中
心
と
し
た

画
家
で
も
あ
る
。
長
崎
に
六
度
来
航
し
、
そ
の
際
に
南
宗
画
の
画
風
を
日
本
に
伝
え
た
。　
一
七
四
七
年

に
死
去
し
た
と
さ
れ
る
。



（１
４
）
橋
本
独
山
は
、　
一
人
七
四

（明
治
七
）
年
に
新
潟
で
生
ま
れ
た
。　
一
七
歳
で
京
都
の
富
岡
鉄
齋
に

師
事
し
た
。
三

一
歳
で
、
臨
済
宗
天
龍
寺
管
長
の
峨
山
昌
禎
に
つ
い
た
。　
一
九

一
一

（明
治
四
四
）
年

に
相
国
寺
派
管
長
兼
師
長
に
就
任
し
た
。　
一
九
二
人

（昭
和
三
）
年
に
死
去
し
た
。
山
水
画
を
描
い
た

こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

（１
５
）
【史
料

一
１
３
】
は
、
四
月

一
九
日
付
の
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
で
あ
る
。
入
札
の
結
果

一
点
す
ら
落
札
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
心
情
を
記
し
た
う
え
で
、
尚
順
が
要
望
し
て
落
札
で

き
な
か
っ
た
美
術
工
去
品
に
つ
い
て
、
割
り
増
し
し
て
で
も
入
手
し
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

以
前
に
依
頼
し
た
作
品
に
つ
い
て
、
谷
口
議
山
や
田
近
竹
螂
、
内
藤
湖
南
に
催
促
し
て
欲
し
い
と
記
し

て
い
る
。

（１
６
）
谷
口
詣
山
は

一
人

一
六
年
に
越
中
国
新
川
郡
鉾
ノ
木
村
で
生
ま
れ
た
。
こ
こ
で
文
人
画
家
か
ら
画

を
学
び
、
谷
文
見
の
写
山
楼
に
入
門
し
た
。
高
久
需
圧
の
晩
成
塾
に
入
り
、
文
人
画
を
学
ん
だ
。
長
崎

で
は
清
国
人
の
画
家
陳
逸
山
か
ら
画
法
を
伝
授
さ
れ
た
。
山
水
画
や
花
鳥
画
を
制
作
し
た
。　
一
人
九
六

（明
治
二
九
）
年
に
日
本
南
画
家
協
会
を
設
立
し
た
。　
一
人
九
九

（明
治
三
二
）
年
人
月
に
死
去
し
た
。

（１
７
）
田
近
竹
郁
は

一
人
六
四

（元
治
元
）
年
四
月
二
人
日
に
豊
後
で
生
ま
れ
た
。
豊
後
で
淵
野
柱
悟
に
、

京
都
で
田
能
村
直
入
に
日
本
画
を
学
ん
だ
。　
一
人
九
六

（明
治
二
九
）
年
に
日
本
南
画
協
会
に
参
加
し
、

一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
に
日
本
南
画
院
を
結
成
し
た
。　
一
九
二
二

（大
正

一
一
）
年
四
月

一
一
日

に
逝
去
し
た
。

（１
８
）
南
画
は
、
中
国
の
南
宗
画
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て
形
成
さ
れ
た
画
派

。
画
様
の
こ
と
で
あ
る
。

文
人
画
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
六
通
の
書
翰
か
ら
、
尚
順
は
南
画
を
好
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
翰
で
登
場
す
る
、
与
謝
蕪
村
や
田
能
村
竹
田
、
渡
辺
睾
山
が
そ
の
代
表
的
作
家
で
あ
る
。
富
岡

鉄
齋
は
、
こ
の
南
画
の
流
れ
に
位
置
す
る
。

（１
９
）
【史
料

一
１
４
】
は
、
封
筒

一
枚
と
書
翰
二
通
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
文
書
構
造
に
基

づ
い
て
、
書
翰
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
【史
料

一
１
４
１

ａ
】
は
、
四
月

一
人
日
付
の
鳩
居

堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
羅
振
玉
の
書
の
送
付
に
礼
を
述
べ
た
う
え
で
、
羅
振

玉

へ
の
礼
品
の
件
を
相
談
し
て
い
る
。
ま
た
、
熊
谷
信
吉
が
送
つ
た
、
桑
名
所
蔵
の
書
幅
や
壊
瓢
冊
子

の
写
真
の
な
か
で
、
尚
順
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
作
品
を
リ
ス
ト
化
し
た
う
え
で
、
そ
の
う
ち
の
一
枚

は
相
談
の
う
え
価
格
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
旨
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
桑
名
に
依
頼
し
て
い
る
印
の

催
促
を
願
い
出
て
い
る
。
【史
料

一
１
４
１
ｂ
】
で
は
、
秋
野
氏
蔵
の
書
幅
に
関
す
る
展
観
目
録
が
届

い
た
旨
を
伝
え
、
そ
の
な
か
で
、
尚
順
が
興
味
の
あ
る
作
品
を
リ
ス
ト
ア
ツ
プ
し
た
が
、
開
札
ま
で
に

は
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
で
、
落
札
し
た
価
格
を
教
え
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
、
そ
の
価
格
に
よ
つ
て
は

「追
撃
」
を
依
頼
す
る
場
合
も
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
最
後
に
追
伸
と
し
て
、
田
能
村
竹
田
の
作
品
に

つ
い
て
も
調
べ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。

（２
０
）
羅
振
玉
は
、　
一
人
六
六
年
人
月
八
日
に
生
ま
れ
た
。
清
国
の
考
古
学
者
で
あ
り
、
教
育
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。　
一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
二
月
九
日
に
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
る
と
、
翌
日
に
参
議
府

参
議
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
後
日
満
文
化
協
会
会
長
を
務
め
た
。

（２
１
）
与
謝
蕪
村
は

一
七

一
六
年
に
摂
津
国
東
成
郡
毛
馬
村
で
生
ま
れ
た
。
二
〇
戒
で
江
戸
に
行
っ
て
俳

諧
を
学
ん
だ
。
ま
た
俳
画
の
創
始
者
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。　
一
七
人
四
年

一
月

一
七
日
に
死
去

し
た
。

（
２
２
）
【史
料

一
１
５
】
は
、
五
月
六
日
付
の
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
富

岡
鉄
齋
の
作
品
に
熊
谷
信
吉
が
尽
力
し
た
こ
と
に
礼
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
小
林
卓
齋
と
内
藤
湖
南

に

「潤
」
と
謝
礼
の
品
を
贈
る
の
で
、
取
り
計
ら
い
を
依
頼
し
て
い
る
。
追
伸
の
な
か
で
は
、
竹
田
の

作
品
と
西
園
寺
公
望

へ
の
小
切
に
も
言
及
し
、
熊
谷
信
吉
の
尽
力
を
願
い
出
て
い
る
。

（２
３
）
小
林
卓
齋
は

一
人
三

一
年
に
京
都
で
生
ま
れ
た
。　
一
人
歳
で
書
を
学
び
、
漢
詩
や
象
刻
で
も
有
名

で
あ
る
。　
一
九

一
六

（大
正
五
）
年
に
死
去
し
た
。

（２
４
）
内
藤
湖
南
は
、　
一
人
六
六
年
人
月
二
七
日
に
陸
奥
国
毛
馬
内
村
で
生
ま
れ
た
。　
一
九
〇
七

（明
治

四
〇
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
の
東
洋
史
学
講
座
講
師
と
な
り
、
そ
の
後
教
授
と
な

っ

た
。
東
洋
史
学
者
で
あ
る
。　
一
九
二
四

（昭
和
九
）
年
に
死
去
し
た
。

（２
５
）
【史
料

一
１
６
】
は
、
二
月
二

一
日
付
の
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
尚
順
書
翰
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
に

よ
る
と
、
熊
谷
信
吉
が
尚
順
を
通
じ
て
紬
を
注
文
し
た
が
、
こ
の
返
信
と
し
て
、
注
文
内
容
と
仕
上
が

り
の
日
数
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
後
段
で
は
、
富
岡
鉄
齋
に
作
品
制
作
の
依
頼
を
願
い
出
て
い
る
。

（２
６
）
筆
者
は
、
奥
州
市

（旧
水
沢
市
）
立
後
藤
新
平
記
念
館
が
所
蔵
し
て
い
る
、
後
藤
新
平
宛
書
翰
な

ど
の
整
理
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
書
翰
整
理
を
通
じ
て
、
必
ず
し
も
書
翰
本
体
の
日
付
と
、

書
翰
の
入
っ
た
封
筒
の
消
印
が
姑
応
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
封
筒
の
消
印
か
ら
、
作
成
年
の
示
さ
れ

て
い
な
い
書
翰
本
体
の
作
成
年
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
翰
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
書
翰

整
理
の
実
践
も
含
め
て
、
詳
し
く
は
檜
山
幸
夫

「後
藤
新
平
文
書
中
後
藤
新
平
書
翰
な
ら
び
に
後
藤
新

平
関
係
書
翰
の
電
子
情
報
化
資
料
版
に
よ
る
刊
行
に
つ
い
て
」
（後
藤
新
平
記
念
館
所
蔵

『
後
藤
新
平

書
翰
集
　
解
説
』
雄
松
堂
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
株
式
会
社
、
二
〇

一
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（２
７
）
古
文
書
学
と
古
記
録
学
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
第

一
巻
総
論
編

（雄
山

閣
出
版
社
、
一
九
七
人
年
）
、佐
藤
進

一
『
新
版
　
古
文
書
学
入
門
』
（法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）
、

齋
木

一
馬
編
著

『
古
記
録
学
概
論
』
奎
口
川
弘
文
館
、　
一
九
九
〇
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

そ
し
て
、
書
翰
な
ど
で
は
表
れ
な
い
、
当
事
者
の
心
情
を
最
も
明
確
に
す
る
史
料
は
、
古
記
録
学
の

対
象
で
あ
る
日
記
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
書
翰
や
日
記
な
ど
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
人
間
関
係
の
内
実
は
よ
り
鮮
明
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
８
）
尚
順
の
本
名

。
「筆
名
」
の
傾
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
金
子
豊

「解
説

・
尚
順

筆
名
考
」
（前
掲

『
松
山
王
子
尚
順
全
文
集
し

が
あ
る
。

（２
９
）

こ
の
伝
来
の
要
因
は
、
古
文
書
学
に
と
つ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。

【付
記
】
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
沖
縄
資
料
室
の
方
々
に
は
、
貴
重
書
資
料
の
閲
覧

・
写
真
撮
影
の
申
請

か
ら
本
誌
掲
載
ま
で
の
事
務
手
続
な
ど
に
種
々
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。



【表 11竹村房子「尚順書翰一鳩居堂熊谷信吉宛一」掲載の書翰一覧

番 号 種別

書輸

書輸

明治44年 1月 10日

年 月 日

書輸

明治41年 2月 7日

書輸

明治44年 11月 29日

書輸

明治45年 0月 5日

書翰

賜治45年 3月 15日

表

裏

封筒消印

書翰

明治45年 3月 21日

〔裏〕4427

書輸

大正元年 12月 3日

表

襲

書輸

大正 1年 12月 31日

書翰

表

本体文書

大正2年 1月 12日

〔裏〕45316

書翰

尚順

大正2年二月 15日

裏

書輸

尚順

大正2年 1月 30日

差出人

表

裏

東京麹町区富士見町28尚順

尚順

蕃輸

大正2年 2月 2日

束京麹町区富士見町28尚順

〔裏〕211

尚順

書輸

封 筒

大正2年 2月 4日

表

裏

神戸蓮業舎 尚順

尚順

書輸

大正2年 2月 7日

東京麹町区富士見町28尚 順

鷺泉

裏

書軸

東京麹町区富士見町28尚順

大正 2年 3月 1日

表

鷺泉

本体文書

書撤

東京麹町区富士見町28尚順

表

裏

鷺泉

大正2年 4月 10日

熊谷信吉

沖縄県首里 尚順

書輸

表

裏

席泉生

大正2年 4月 19日

熊谷信吉

東京麹町区富士見町か8尚順

書輸

表

裏

尚席泉

京都市寺町場居堂 熊谷信吉

大正2年 6月 11日

宛先

熊谷信吉

東京麹町区富士見町28尚順

書輸

表

裏

尚順

京都市寺町姉小路鳩居堂 熊谷信吉

大正2年9月 24日

信吉

東京麹町区富士見町28尚順

書輸

封 筒

指泉生

表

裏

京封
`市

寺町mi小路場居堂 熊谷信吉

大正2年 10月 15日

信吉

東京麹町区富士見町28尚 順

許輸

鷺泉

京都市寺町珂ント路鳩居堂 熊谷信吉

表

裏

信吉

大正2年 10)]31日

東京麹町区富士見町28尚 順

香輸

京都市寺街射小路鳩居堂 熊谷信吉

〔表〕2614
〔裏〕2621

鷺泉

熊谷信吉

大正2年 J月 27日

束京麹町区富士見町28 尚順

京都市寺町姉小路鳩居生 熊谷信吉

き輸

尚順

表

裏

熊谷信吉

大正3年 3月 ]3日

麹町区富士見町20 尚順

京都市寺街鳩居生 熊谷信吉

書輸

尚順

熊谷信吉

〔表〕21029

大正3年 4月 11日

東京麹町区富士見町28 尚順

京都市州ント路寺町鳩居堂 熊谷信吉

書輸

〔表〕21030
〔裏〕2■ 8

熊谷信吉

席泉生

大正3年 4月 H日

神戸海岸進莱舎 尚順

京都市寺街鳩居堂 熊谷信吉

き翰

lk谷信吉

〔表〕2■ 27

〔裏〕21127

常泉

大正3年 7月 30日

O市都市寺町鳩居堂

沖縄県首里字りと原527 尚順

書輸

熊谷信吉

表

裏

大正3年 8月 29日

鷺 生

京都市寺町姉小路鳩居上

沖縄県首里宇挑原 尚順

書輸

熊谷信吉

表

裏

常生

大■3年 11月 10日

京都市寺町鳩居生 熊谷信吉

沖縄県首里桃原5,7 尚順

書輸

熊谷信吉

常生

大正3年 11月 29日

〔裏〕3418

京都市寺町鳩居堂 熊谷信吉

測縄県首里 尚順

書翰

熊谷信吉

〔表〕373J

驚生

大正 4ιFl月 17日

京都市寺街鳩居堂 熊谷信吉

沖縄県首里8と 原527 尚順

書翰

熊容信吉

表

裏

鷺泉

大正1年 1月 25日

京都市寺街鳩居童 熊谷信吉

判[戸海岸蓮業舎 尚順

書輸

熊谷信吉

表

裏

権 生

大正1年 1月 28日

京都市寺街鳩居堂 熊谷信吉

束京麹町区富士見町28尚順

菩輸

表

裏

熊谷信吉

常生

大正4年 2月 6日

京都市寺街鳩居生 熊谷信吉

麹町区富士見町28 尚順

春輸

常 生

表

裏

熊谷信吉

大正1年 2月 7日

京都市寺街鳩居h_ 熊谷信吉

麹町区富士見町28 尚順

書輸

驚生

熊谷信吉

表

裏

大正4年 2月 5日

沖縄県首里桃原527

京都市寺町場居堂 熊谷 I言 吉

表

裏

席泉

熊谷

大正4年 2月 17日

沖縄県首里桃原527 尚順

京都市寺町鳩居堂 熊谷信吉

熊谷信吉

席泉

裏

洲t縄県首里桃原 尚順

京都市寺町協居堂 熊谷信吉

熊谷信吉

表

裏

尚鷺泉

大阪にて 尚順

京都市寺街場居生 熊谷信吉

427

表

裏

尚順

熊谷信吉

掠都市寺町鳩居生 熊谷信吉

428

東京麹町区富士見町28 尚順

熊谷信吉

表

襲

尚順

京¶
'市

寺町場居堂 熊谷信吉

東京麹町区富士見町歩8 尚順

熊谷信吉

尚順

京都市寺町鳩居堂 熊谷信吉

東京麹町区富士見町28 尚順

熊谷信吉

尚順

京都市寺町鳩居生 熊谷信吉

鹿児嶋市海岸地畑方 尚順 第一報

熊谷信吉

京都市寺町鳩居壁 熊谷信吉

鹿児島市海岸地畑 尚順 第二便

熊谷信吉

尚順

京都市寺町鳩居堂 熊谷信吉

鹿児島海岸地畑方 尚順 第二報

熊谷信吉

京都寺町鳩居堂 熊谷信吉

沖縄県首里桃原527 尚順

熊谷信吉

京都市寺町鳩居堂 熊谷信吉

熊谷信吉

京都市寺町場居堂 熊谷信吉

熊谷信吉

京都市寺町鳩居生 熊谷信吉

熊谷信吉

一 四

京都市寺町協居堂 熊谷信吉

熊谷信吉

京都市寺町場居堂 熊谷 I言 吉

熊谷信吉

京都市寺口「鳩居生 熊谷信古

京都市寺町鳩居生 熊谷信吉



【表 2】 琉球大学附属図書館所蔵の鳩居堂熊谷信吉宛尚順書翰

番 号 種 別

書翰

年月 日

〔明治44年〕 ]月 7日

封筒 〔大正6年〕4月 1日

書輸

〔表〕九段441]0
〔裏〕京都441H

封筒消印

書翰

4月 12日

文書

〔切手・ 消印がないこと

か ら、小包 に同封 した

ものか、あ るいは郵送

せずに直接渡したもの

であろう〕

6月 20日

年月 日なし

書翰

本体文書

〔大正2年〕4月 19日

封筒

尚順

差出人

書翰

〔大正1年〕4月 J8日

書翰

東京麹町区富士見

町ニノ人 尚順

〔大正4年〕4月 ]8日

封筒

年月 日なし

〔表〕首里2120
〔裏〕京都2424

書輸 〔大正5年〕5月 7日

鷺泉生

尚席泉

※

※

〔表〕沖縄・首里4418
〔裏〕京都44D3

本体文書

書輸

協生

本表の備考欄には、琉球大学附属図書館の付 した整理番号などを摘記 した。

本表は目録ではなく、本論での説明の使宜上、以下の観点から捕記 したものである。

①基本的に書輸と封筒が対応している場合には、種別を「書簡」として、書輸情報と封筒情報が明Faになるように記載した。

②一つの封筒に、複数の書翰本体や文書が同封されている場合については、琉球大学附属図書館では「原秩序尊重の原則Jに基づいて整理して番号を付していることから、琉球大学附

属図書館の整理番号にしたがつて枝番号をふつた。その際に、種別欄に「封筒」。「書翰」・「文書」といつた三種を摘記した。

③備考欄は、琉球大学附属図書館で整理した際の史料情報を、基本情報として補記している。本表は基本的に、この基本情報に基づいている。

①法量については、書輸と封筒が対応しているものについては、封筒と本体の法量がそれぞれ判るように摘記した。この場合の素材は、黒印はすべて郵便局側が付した消印のことであ

る。

熊谷信吉

〔大正7年〕3月 31日

宛先

な し

京都市寺町鳩居堂

熊谷信吉

〔表〕刃[綱558
〔裏〕京都5512

鷺泉生

封筒

〔表〕沖縄・菅里 743
〔裏〕京都749

沖縄県首里首里宇

挑原五二七 尚順

熊谷信吉

熊谷信吉

常生

熊谷信吉

封筒 :189× 7 0cm

本体 :182× 58 7cm

沖縄 県 首 里 挑 原

尚順

法量

〔尚順〕

な し

尚順

熊谷信吉

尚生

沖縄 県 首 里 りと原

尚順

素材

和紙・墨筆・

黒自]

京都市寺街鳩居堂

熊谷信吉

沖縄 県 首 里 挑 原

尚順

熊谷信吉

179× 43 4cm

京都市寺町鳩居堂

熊谷信吉

な し

和紙・墨筆・

黒印

182X16 6cm

0020070052811

尚順書簡 l M14 1 10

備考

熊谷信吉

封筒 ;199× 7 7cm

本体 iW7× 90 5cm

和紙・堅筆

熊 谷

京都市寺町鳩居堂

熊谷信吉

和紙・墨筆

0020070052789

尚順書簡2 年代不明

三通同封

a 4/12  b 6/20
c不 明

195× 7

和紙・塁筆・

朱印

京都市寺町鳩居堂

熊谷信吉

182X136 0cm

和紙・塁筆・

黒印

封筒 :195× 7 5cm

本体 :18]X88 2cm

和紙 墨筆・

黒印

尚順書簡0

大正2419

封筒 :202× 7 5cm

本体「182X55 2cm

和紙・墨筆

和紙・墨筆

0020070052825

尚順書簡4

大正4年

a4/18 b不 明

和紙・墨筆・

黒印

和紙・墨筆・

黒印

尚順書簡5

大正5年 5月 7日

O020070052806

尚順書簡6 大正7年

一 五




